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3 月 8 日、山口市内で「上関原発を

建てさせない山口県民集会」が開催さ

れ、上関町祝島の島民をはじめ山口県

内、さらに中国・四国地方や全国から

7000 人が参加しました。

集会では、「祝島島民の会」の清水

敏保氏が「豊かなかけがえのない海を

次の世代に受け継ぐため、32 年間上関

原発建設に反対してきた。建設が白紙

撤回されるまで頑張る」とあいさつ。

集会には、仁比聡平参議院議員が参

加し、祝島島民の人たちを激励。石村

智子さんも、参加しました。（写真は、参加者と「原発ノー」を訴える石村智子さんら）

民青同盟岡山県委員会は、春休みを利用して４・５日に学生同盟員対象の合宿を行いまし

た。

「民青同盟の目的・歴史」と「日本共産党綱領」の学習をし、夜はみんなで鍋をつくって交

流しました。学生新歓にむけた企画の相談では、「震災ボランティアの説明会をして参加を募

ろう」「映画『標的の村』を観て沖縄のことを学びたい」「イチゴ狩りや岡山のフルーツパフ

ェめぐりなど楽しい企画もやろう」などと具体化がすすみました。

党と民青同盟は、後期入学試験や入学説明会などでひきつづきアンケートで対話しながら

企画へのお誘いを行うことにしています。

3 月 6 日、党本部で、日本共産党国会議員団ブロック事務所の所長会議が開催されました。

第 26 回党大会後初の所長会議は、参院選後の「自共対決」の情勢を踏まえ、「第 3 の躍進を

本格的な流れにする」ために、直近の全国的な選挙であるいっせい選挙の勝利、それまでに

中間選挙の勝利を積み上げること、そのためにブロック事務所としても国政問題で大きく旗

を振ると同時に、地方選挙への支援に全力を挙げることを意思統一しました。

いっせい選挙までの中間選挙の自治体数は、岡山県８、広島県２、山口県５、鳥取県３、島

根県４の合計 22 自治体、その内 6 月までに岡山県 6、広島県 1、山口県３、鳥取県１、島根

県 4、合計 14 自治体となり、中間選挙の 6 割がこの２～3 か月に集中しています。


